








This paper offers a conceptual framework for 、vhat is unspecificaHy termed
(tthe regional living sphere" and points to the need for accounting for the
operation of its mechanism upon human settlement. The study then presents a
systems analysis of the identification of the mechanisms of the living spheres of
the Tottori regiOn
lt has been demOnstrated how the rnechanism Of the regionalliving sphere acts
on the human value and behavioral mode and thus determines the pattern of
human settlement The study concludes by suggesting some possible applicatiOns
of tlle prOposed methodology to the regional planning of the Tottori region and
other regions M/hich have the identical mechanism in their living spheres
田岡 夫
*

























* 海洋土木工学科 Department of Ocean Ci?I EIngi eel ng













































































































































































































5。 地場 と価値・意識場に関するミクロ分析 (鳥


































































































4尋 需 I ??? 得 岳




















































































































































































費 目 鳥 取 県 側 岡 山 県 側 兵庫県側
国 県 国 県 県
R373
改 築 1.1 259,0 0
維 持 1 2 1459 1.6




費 目 鳥取県側(国) 兵庫県側(国) 岡山県側 (国)
R29
改築 1 3.2 7.2
維持 6.2 7.9






























































調査結果(1)        (単位 :%)
L    ∩   B
鳥  取  市 米  子  市












































L:現在居住 L:現在居住せず B:地元出身 E:地元以外出身
表-4 鳥取市,米子市の定住志向性に関する意識
調査結果(2)       (単位 :%)
fL∩B L ∩ B L ∩ B
住 む 出 る
?












































































価値規範と制約規範を抽出,整理する.こと―が要請される          参 考 文 献が,それら|がひっきょう多元化・複合化しているのでそ
のプライォリティのつけ方ならびにトレー ドオフの評価  1)岡田憲夫・魚住忠可,地方生活圏の構造特性に関す
などが不可避となる。                    る実証的研究,第4回土木計画学研究発表会,昭和
従って今後は以上の計画課題をぶまえこれをどのよ―う    57年
な形で計画戦略づくりに1組み込―んでぃけどよぃかとぃぅ  2)岡田憲夫■魚住忠可,小林彰男,地方生活圏の構造
問題を検討していく必要があ―ろう。目下この点に着目し    特性―に関する実証的研究,第341回土木学会中国四国
研究を発展させているが,その成果については追って報    支部講演会,昭和57年
告することとしたぃ。                  3)岡田憲夫,地方生活圏構造に関するシステム分析,
第5回土木計画学研究発表会,昭和弼年
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